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1.調査 目的

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う市内経済への影響も続く一方で、
・

ウイズコロナ

に向けて情勢も変化していく中、市内の業況や各事業所への影響を把握するとともに、

事業所への今後の対策や支援を検討するための基礎資料として活用することを目的とす

ると

2.調査方法

市内の全事業所へ電話によるヒアリング調査を業務委託し実施する。

3.調査対象者

荒尾市内の全事業所

※事業所ごとに調査。市内に複数店舗がある場合はその全てを対象とする。

4.委託業者

株式会社マックスサポー ト (荒尾市大島54-1)

5.調査期間

令和 4年 7月 5日 (火)～ 7月 29日 (金 )

6.回答数及び回答率

回答数′        610件 /1, 477件
回答率 4 1.2%

7.調査項目

 ` ヒアリング調査票のとおり



8。 業種について

業種は次のとお り                     /
・卸・小売業・・・・ 1'I・ ・ Iコ ンビニ、ディスカウン トス トア等

・飲食業・・・・・・・・・・・・喫茶店(居酒屋等        !
・医療 3福祉・ ,病院、介護老人保健施設等

・美容室(遊園地等

・建築会社、:工事会社等

`金属製品加工会社、機械製造会社等

・自動車整備工場、警備会社等

・.保育国、幼稚園争

・設計事務所、法律事務所等

・不動産会社、建設機器器具賃貸会社等

・情報通信業、保険業、電気業等

・ホテル

・タクシー会社、運送会社等

・生活関連サービス業 ィ娯楽業・

・建設業・ デ・・・ ......

・製造業 :・ `・ :・ ・・・・・

七サ_ビズ業 (そ の他)・ ・・・

・教育・学習支援業・・ :・ ・・

・専門・技術業・ !・ ・・ ....

・不動産業・物品賃貸業・・・・

・その他・・・・・・・・・・・

・宿泊業 :・ ・・・ ..._.・ ・

・運輸業 :郵便業・・ il・ ..



新型コロナウイルス感染症の影響及び荒尾市の産業振興に関する事業所へのアンケー ト

No 質   問 回  答 備 考

業種をお聞かせください。

2
現在の従業員 (正 規・非正規を問わない)の総数をお問かせく

ださい。
(    )名

3
新型ョロナウイルス感染症 (以下「コロナ」)の前と比べて売

上はどのように変イとしましたかと
増加、減少、変化なし ※選択式回答

4 昨年○月(同月)と 比べて売上はどのように変化しましたか。 良くなった、悪くなったヽ変化なし ※選択式回答

5 コロナの前と比べて従業員数はどうなりましたか。 増加、減少、変化なし ※選択式回答

6
昨年〇月(同 月)と 比べて往業員数はどのように変化しました

か 。

増加、減少、変化なし ※選択式回答

7
令和3年 6月 から令和4年 6月 の間で、コロナに関連した国 。県

市の支援策を利用しましたか。
利用 した、利用 していない (わ からない) ※選択式回答

【71で「利用した」と回答した場合のみ質問】

利用された支援策は何ですか。

【7iで「利用していない」と回答した場合のみ質問】

利用されなかった理由をお聞かせください。

【7 iiで 「市の支援策を利用された」場合のみ質問】  
―

手続きや職員の案内はわかりやすかったですか。また、ご意見

があればお間かせください。

8 原油高・物価高の影響を受けましたか。 受けた、受けていない、変化なし ※選択式回答

9
コロナ及び原油高・物価高の影響に対する行政へ期待する支援

をお間かせください。 (複数回答可)

補助金、雇用対策、消費喚起、その他( )、 な し ※選択式回答

【9-iで「補助金」と回答した事業所へ質問】

どのような補助金を期待しますか。

売上減少に伴う支援、固定費 (電気・ガソリン代等)の支援、設備

投資への支援、感染症対策費への支援、当面の資金繰り、その他 (

)

※選択式回答

【9‐ iで 「雇用対策」と回答した事業所へ質問】

どのような雇用対策を期待しますか。
従業員の雇用継続支援、人材確保への支援、その他 (    ) ※選択式回答

【9-iで 「消費喚起」と回答した事業所へ質問】

どのような消費喚起を期待しますか。

経済活性化政策 (GoToト ラベル等)の継続、終息後の観光誘客対

策、商品券、その他 (   )
※選択式回答

10
ウィズコ甲ナに向けて、今後重点的に取り組んでいきたいこと

をおFH司 かせください。
人材確保、設備投資、DXの推進、そのl也 (   ) ※選択式回答

【10iで回答した場合のみ質問】

取り組んでいく際に進め方がわからない等心配事があればお聞

かせください。

11 まん延防止等重点措置について、今後も適用を求めますか。 適用 した方がよい、わからない、適用 しない方がよい ※選択式回答

12
全国的にDX(デ ジタル トランスフォーメーション)の動きが

みられますが、DX対応における課題は何ですか。

デジタル化に対応する業務が少ない、lTス キルが不十分である、人

材が確保で きない、DXに 取り組んでいないためわからない、DXに

取 り組んでいるが課題はない、その他 (    )
×選択式回答

事業所名 (

お名前  (

連絡先  (



1.築種別事業所数及び従裟員数とその平均

業種 事業所数 事業所害J合 従業員数 (人)※ 1 平均従業員数 (人 )

卸・小売業 187 31% 1,651 88

医療・福祉 79 2,378 301

生活関連サービス業・娯楽業 71 12% 461 65

飲食業 63 10% 628 100

建設業 57 9% 601 105

製造業 40 7% 1,009 252

教育 ・学習支援業 26 4% 606 233

サービス業 (そ の他) 25 40/O 297 119

専門・技術業 18 3C/。 63 35

不動産業・物品賃貸業 12 20/0 45 38

その他※ 2 15 2% 221 147

運輸業・郵便業 8 1% 76 95

宿泊業 5 1% 133 266

農業 `林業 4 1% 13 33

合計 610 100% 8,169 134

回答事業所数の内訳

※1)従業員数は、正規 .非正規を闘わない

※2)その他に合まれる業種

・情報通信業

・保険業

・電気業   など

医療 福祉

生活Fォ司連サービス羊 娯卒業
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業種 増加 減 少 変化な し 無回答 合計

卸・小売業 17 100 62 8 187

医療・福祉 7 31 35 6 79

生活関連サービス業・娯楽業 0 8 5 71

飲食業 6 9 1 63

建設業 6 23 26 2 57

製造業 3 24 11 2 40

教育・学習支援業 3 8 14 1 26

サービス業 (そ の他) 1 15 6 3 25

専門・技術業 0 8 7 3 18

不動産業・物品賃貸業 0 4 8 0 12

その他 0 3 12 0 15

運輸業・郵便業 0 3 5 C 8

宿泊業 0 0 1 5

農業・林業 1 2 1 C 4

合計 44 330 204 32 610

割合 70/0 540/O 33% 50/c 100%

2,売上げ及び従業員数の変化

(1)コ ロナ前と現在を比較した売上の変化

◆業種別の減少の割合が大きかった上位3つ のセルに色付

①減少/生活関連サービス業・娯楽業 58件 (82%)②減少/宿泊業 4件 (80%)

③減少/飲食業 47件 (75%)

躍ロナ前と現在を比較した売上の変化
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里圭 事業

コ回ナ前と比較して売上が減少したと回答した事業所は、54%と 半数を占めた。売上が増加したと回答 した事業所はわずか

7%で、多くの事業所がいまだにコロナの影響を受け売上が下がつていることがわかる。     |          ―

なお、生活関連サービス業 :娯楽業、宿泊業、飲食業については、8割近くの事業所が減少したと回答しており、大変厳 しい

状況であることがうかがえる。
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業種 良 くなった 悪くなった 変化な し 無回答 合計

卸・小売業 13 86 80 8 187

医療・福祉 10 18 44 7 79

生活関連サービス業・娯楽業 G 18 6 71

飲食業 と5 14 1

建設業 5 17 33 2 57

製造業 8 20 10 2 40

教育・学習支援業 3 6 15 2 26

サ土ビス業 (そ の他)′ 2 6 3 25

専門・技術業 0 8 7 3

不動産業・物品質貸業 0 4 8 0 12

その他 0 3 12 0 15

運輸業・郵便業 0 2 5 1 8

宿泊業 3 1 C 1 5

農業 :林業 1 1 2 0 4

合計 66 254 254 36 610

割合 11% 42% 420/。 6% 100%

(2)昨年 7月 と現在を比較した売上の変化

◆1年前から悪くなっている業種別の割合が大きかった上位3つ のセルに色付

①生活関連サービス業「娯楽業 41件 (58%)② サービス業 (そ の他) 14件 (55%)

③飲食業 33件 (52%)

昨年 7月 と現在を比較 した売上の変化

卸 小売業

医l寄・椙社

生活関連サービス業 ,娯楽業

欽食業

建設業

製造業

教育 芋習支援楽

サービス業 (そ の他

'

'暮轟 技,‐ 業

不動産業 物品質費業

その他

運輸主 郵優業

宿1白 案

R業 務華

I良 くなった 露悪くなった 章変化なし H無回答

1年前と比較して売上に変化なしと回答した事業所と、悪くなったと回答した事業所は42%と なっている。生活関連サービ

業・娯楽業、飲食業については50%以上の事業所がさらに悪くなったと回答しており、企業種の中でも特にJロ ナの影響を

けている業種であると判断できる。
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(3)コ ロナ前と現在を比較した従業鼻数の変化

業種 増加 減 少 変化なし 無回答 合計

卸・小売業 12 26 146 3 187

医療・福祉 4 8 67 0

生活関連サービス業・娯楽業 1 8 61 1 71

飲食業 4 9 47 3 63

建設業 5 9 43 0 57

製造業 3 26 0 40

教育・学習支援業 6 0 20 0 26

サービス業 (その他) 2 3 18 2 25

専門・技術業 生 12 0 18

不動産業・物品賃貸業 0 9 0 12

その他 0 2 13 C 15

運輸業・郵便業 0 0 8 C 8

宿泊業 0 4 C 5

農業・林業 0 3 C 4

合計 38 86 477 g 610

害J合 6°/。 140/0 78°/e 1% 100%

◆減少の割合が大きかった上位3つのセルに色付

①製造業 11件 (28%)、 専門・技術業 5件(28%)②不動産業・物品質貸業 3件 (25%)、 津業・林業 生件(25%)

③宿泊業 1件 (20%)

コロナ前と現在を比較した従業員数の変化

卸 小売業

医療 福祉

生活関連サ=ビス業・娯楽革

欲食革

建三夕葉

製造業

抄育 学習支援学

サービス業 (そ のむ

'

奪F].技 術案

不動産業 物品隻街華

その他

運輸業 郵l。 業

官造業

翌業 林業

鯖増加 苗減少 華変化なし ‖無回答

コロナ前と比較した従業員数に変化なしと回答した事業所は78%と 高く、減少したと回答 した事業所は14%だった。減少

と回答した業種で一番多かったのは製造業、専門・技術業、次いで、運輸業・郵便業、農業・林業、宿泊業だつた。
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業種 増加 減 少 変化なし 無回答 合計

と,・ 小売業 13 17 153 4 187

医療・福祉 5 9 64 79

生活関連サービス業・娯楽業 3 5 62 1 71

飲食業 3 7 50 3 63

建設業 6 10 40 1

製造業 3  ́25 0

教育 ,学習支援業 4 2 20 0 26

サービス業 (そ の他) 2 2 19 2 25

専門・技術業 1 13 0 18

不動産業・物品質賞業_ 0 2 10 0 12

その他 0 2 13 0 15

運輸業・郵便業 0 0 8 0 8

宿泊業 0 1 4 0 5

農業・林業 0 3 0 4

合計 40 74 484 12 610

割合 .    7。/。 12% 79% 2% 100%

(4)昨年7月 と現在を比較した従業員数の変化

◆1年前方ヽら減少している業種別の割合が大:き かった上位3つ のセルに色付

①製造葉 12件 (30%)②農業・林業 1件(25%)③専門・技術業 4件 (22%)

昨年 7月 と現在を比較した従業員数の変化
00た

悽l・ 月、売業

1        医療・福社

,生活関連サーどス業 .娯楽裟

飲食業

:          
建諒業

製造業

教育 学習支援葉

サーどス窯 (そ の他〕

慕f■・技術柔

不動産業 物品質貸業

'           そ(ア)他

運輸集“重a便業

宿泊業

農葉・棒業

庸増加 ■減少 =変 rと なし 旧無回答

1年前と比較 して従業員数に変化なしと回答 した事業所は79%、 次いでさらに減少と回答 した事業所は12%と なってい

る。製造業、専門 1'支術業、農業・林業はコロナ前よりさらに減少 したと回答 している。

，

　

　

１

一
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(1)コ ロナに関連した支援策 (国・県・市)め利用状況 (全体)

事業所数 割合

利用した 273 45°/O

利用していない くわからない) 332 54%

無回答 5 1%

合計 610 100%

国・県・市の支援策の利用状況
無回答

支援策を利用した事業所は45%である一方で、利用していない (わからない)と 回答した事業所が54%と、利用していな

い事業者が半数を超えていた。
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(2)コ ロナに関連 した支援策 (国・県・市)の利用状況 (業種別)

業種 利用 した
不可用 していない

(わ からない)

無回答 合計

卸・小売業 126 1 187

医療・福祉 51 27 1

生活関連サー ビス業・娯楽業 30 40 1 71

飲食業 41 22 0 6g

建設業 22 35 0 57

製造業 17 23 0 40

教育 。学習支援業 17 9 0 26

サービス業 (そ の他)
g 0 25

専門・技術業 10 8 0 18

不ヽ動産業・物品賃貸業 生 11 C 12

その他 6 9 C 15

運輸業・郵便業 3 4 1 8

宿泊業 4 0 1 5

農業・林業 2 2 0

合計 273 332 5 610

コロナに関連した支援策 (国・県 。市)の利用状況

_工 l 小売葉 審1講 i 講〔H、 中黄革:翌 1釜期蒙R.t齢隷絆I謡鸞報轟鵡

医療 拒祉 群騨淵儲輔輪鵬器締 璃縛群 (l熙磁酪報舗i織 li鵜鶴閣辮離i競韓諄縮 :紳鶏辮:器翻講 薇群黎 歯́舗射

生活鶴連す―ビス業 娯楽華 髯 .,鬱靭 揮淋i藍報部群縄離艶 =い 灘I■,鞭謗騨胡1離宿醤,lf'繁農

欽盈羊 群ャ●挙ドV樹母,議 i態報熱齢凛鐸i靭 H黙 (離 打N報第出■ヨi靭羊1■ 1,ttti韓 疑継萬露コ悪鶴 債葺襲警

建 設美

製造〒
~

教育 学習支援革

サー ビス茉 (そ の他 ,

卒勁産業 物品賃負業

■の他

運転l業 部便圭

専牌・技術主 難辞半導̀露 歳:寺
H騨・ ,鞘 !Y■ ■輩ヽど諄熙熱羹購鞘期 繊転部駕瞬I露議宇辮細躙出辮講争尋1望

宿泊業 戦構辮i射硝毀i・
,tl射ⅢⅢ輩I筆烈麟駐I =ヽユ辞難鮨里1ヽ対年1隻琥兼イャ曽曜群霧碑難,野

[夢ユ翻 嫁ll,牲 鰐 碁禁】螂盤 辮 諄J箪 ,ドェ螂熱韓靱鍵要雲雲峯雪題繁要要塞墓峯

農幸 帯
= '腔

鶏鶴1占・議軒鞘 1踏 `,』榊鞭撃競撃鰹研申猥1鞘報

'鞘

増蠅踊辮賭ヨ廟 梁l.

.尊
利用した 路利罵していない (わ がらない) 雲無圏答

支援策の利用が60%を 超えた業種は、医療・福祉、ヽ飲食業、教育・学習支援業、宿泊業であった。反対に、支援策を利用し

ていない割合が60%を 超えた業種は、卸 。小売業、建設業、サービス業 (そ の他)、 不動産業・物品賃貸業、その他であり、

支援策の利用に業種でばらつきがみられた。
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支援策 利用件数 割合

俗付金 105 38%

不明 102 36%

感染症対策 45 16%

篠営環境の整備 14 5%

資金繰り 9 3%

その他 4 1%

設備投資・販路開拓 1 0%

合計 280 100%

(3)利用した支援策 (国・県・市)について (全体)

※不明はヒアリングで読み取れなかったものは噴“国の支援"と 回答)

※その他 はGo To Eat等

※複数利用の事業所があるため利用状況の件数合計と異なる。

利用した支援策 (全体)

資金繰り,

経営環境の整備,5%

最も活用された支援は、給付金支援 (庭用調整助成金等)′ で105件。次いで感染症対策45件であった。
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(4)利用した支援策 (国・県・市)について (業種別)

利用 した支援策 (国・県・市)について (業種別)
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皇
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醸給付金 笙!不【月轟感染症対策 Ⅲ経営環境の整備 跡資金繰 り 盟その他 ■設備投資・販路 F冴干弓拓

どの業種においても給付金の利用が比較的多かった。医療・福祉については、感染症対策の利用が多くみられる。

業種 給付金 不 明 感染症対策 経営 r只境の整備 資金繰 り その他
設備投資 販路開

拓
合計

卸・小売業 31 2C C 1 1 0 1 59

医療・福祉 4 28 lG 1 2 1 0 51

生活関連サービス業・娯楽業 12 11 3 4 0 0 0 30

欽食業 20 lC 3 2 2 2 0 43

建設業 12 7 2 1 C C 0 22

製造業 9 6 2 1 C C 0 18

教育・学習支援業 2 5 7 1 1 1 0 16

サー ビス業 (そ の他 ) 3 4 1 1 0 0 0 9

専門 ,技術業 G 0 1 1 2 0 0 10

不動産業・物品賃貸業 C 1 0 0 0 0 0 1

その他 1 2 3 1 0 0 C 7

運輸業・郵便業 1 1 0 0 1 0 C 3

宿泊業 2 1 1 0 0 0 C 4

農業・林業 2 0 0 0 0 0 C 2

合 計 105 102 45 14 9 4 1 280
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事業所数 割合

受けた 426 70%

受けていない 120 20%

変化なし 43 7%

無回答 之1 3。/℃

合計 610 100%

(■)原油高・物価高の影響 (1全体)

受けて

原油高・物価高の影響 (全体)

無回答a%

模受けた ぃ受けていない 言変化なし 十無回答

原油高・物価高の影響を受けた事業所は7割で、市全体が影響を受けている。
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業種 受けた 受けていない 変化な し 無回答 合計

卸 小売業 127 38 12 10 187

医療・福祉 56 15 7 1 79

生活関連サービス業・娯楽業 47 16 7 1 71

飲食業 55 3 1 4 63

建設業 41 12 3 1 57

製造業 34 4 2 0 40

教育・学習支援業 18 7 1 0 26

サー ビス業 (そ の他 ) 17 8 0 0 25

専門・技術業 7 6 3 2 18

不動産業・物品賃貸業 6 3 2 1 12

その他 4 7 4 0 15

運輸業・郵便業 7 0 0 1 8

宿泊業 4 0 1 0 5

農業・林業 3 1 0 0 4

合 計 426 120 43 21 610

割合 70% 20% 7% 3% 100%

(2)原油高・物価高の影響 (業種別)

◆減少の割合が大きかった上位3つのセルに色付

①運輸業 ,郵使業 7件 (88%)②飲食業 55件 (87%)③製造業 34件 (85%)

原油高 。物価高の影響

20,4     垂護霊奎il湾
bィ
oti

19°/・        襲
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燃受けた 1受 けていない ■変化なし 繊無回答

年 小売士

E煮  ′ξl七

生活司遭夢―ごネ主 祭泰■

女食薬

it:i主

梨と菜

衣言 ■琶支!煮主

サービス崇 (そ のイJj

it l,れ
=

テヽ動注葉 歩二

“

従■

その

`●

運奪二 J'■

荏泊
～

■主 Ⅲi

ほとんどの業種で5割以上、原油高・物価高の影響があると回答。特に、運輸業 !郵使業、飲食業、製造業、宿泊業は8割を

超えており、新型コロナウイルスの影響に加え、原油高・物価高の影響を大きく受けていることが分かる。

Pll



(1)行政へ期待する支援 (全体)

受けたい支援 事業所数 割合

な し 271 444%

浦助金 212 348%

その他 99 16.2%

消費喚起 15 25%

雇用対策 13 210/。

合計 610 10000/。

◆その他で挙げられたもの  ・行動市l限の緩和 ・仕入れ価格を安くしてほしい 。消費税の緩和 など

行政へ期待する支援 (全体)

髯なし  穏補助金  室その他

ざ消費喚起 半雇用対策

事業所が行政へ期待する支援は、なしが最も多く44.4%を 占めた。次いで多かつたのが補助金で

34.8%で あった。その他としては、行動制限の緩和や、仕入れ価格を安くしてほしい、消費税の緩

などの意見が挙げられた。
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(2)行政へ期待する支援 (業種別)

業種 な し 補助金 その他 ( ) 消費喚起 雇用対策 合計

卸・小売業 81 52 41 10 3 187

医療・福祉 30 31 15 0 3 79

生活関連サー ビス業 娯楽業 39 24 7 1 0 71

飲食業 21 29 8 2 3 63

建設業 28 19 9 0 1 57

製造業 14 7 0 1 40

教育・学習支援業 9 12 4 C 1 26

サー ビス業 (そ の他 ) 13 12 0 C 0 25

専門・技術業 11 4 3 0 0 18

不動産業・物品賃貸業 6 4 1 1 0 12

その他 12 2 1 0 0 15

運輸業・郵便業 1 5 1 0 1 8

宿泊業 0 3 1 1 C 5

農業・林業 2 1 1 0 C 4

合 計 271 212 99 15 13 610

行政へ対する支援 (業種別)

年1 小売■

堡療 i4と
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関連サービスキ げ考1エ

∫‐負
～

)と 設三

華,宣

=
■言 ■首支援三
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し(無回答)都補助金 垂その他( )ラ 消費喚起 田雇用対策

◆その他で挙げられたもの

・濃厚接触者への補助金  人件費の補助 等
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【補助金】

業種
等)

ンイヽ

|

売上減少に伴う支援 その他 設備投資への支援 感染症対策費への支援 当面の資金繰り 合計

卸・小売業 191 18 11 3 1 0 33

医療・福祉 191 1 5 5 1 0 12

生活関連サービス業 ,娯楽業 41 14 4 0 2 0 20

飲食業 8 9 0 0 0 17

建設業 4 5 2 0 1 12

製造業 4 2 0 0 1 7

教育 学曽支援業 1 5 1 1 Ю 8

サー ビス業 (そ の他 ) 5 2 2 0 0 9

専問 '技術業 fl 1 2 0 0 0 3

不動産業・物品賃貸業 0 1 0 0 0 1

その他 01 1 0 0 0 1 2

運輸業・郵便業 21 1 2 0 0 0 3

宿泊業 0 0 0 0 0 0

農業・林業 1 0 0 0 0 1

合計 刺 59 48 13 5 3 128

割合 66%| 46% 38% 10% 4% 2% 100%

補助金
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鶏固定費 (電気・ガソリン代等)寺 売上減少に伴う支援

彗その他           ‖設備投資への支援

範感染症対策費への支援    田当面の資金繰り

◆その他で挙げられたもの

濃厚接触者への補助金 。人件費の補助 等
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【消費喚起】

◆その他で挙げられたもの

,賃金が上がらないと消費に回せない

宿泊楽

不動産_~ 物品質賞業

餅食業

二活調達サービス業 娯妻茉

工, 小売表

消費喚起

養華妻華華難彗難難尊雛峯雑:彗逹華難藝囃彗華華華華彗華≡華≡華華華華球華華華

|‖‖憾離‖1樹‖機器m船構鮒‖‖横騨報報機‖‖‖‖‖‖構鮒爛報側‖機|

歳その他 韓商品券 ■終息後の観光誘客対策 E経済活性化政策 (GoToト ラベル等)の継続

業種 その他 商品券 終息後の観光誘客対策
経済活性化政策 (GoToト ラベル

等)の継続
合計

卸・小売業 4 6 C C 10

医療・福祉 0 0 C C 0

生活関連サービス業・娯楽業 0 0 1 0 1

飲食業 2 0 0 0 2

建設業 0 0 0 0 0

製造業 0 0 0 0 0

教育・学習支援業 0 0 0 0 0

サー ビヌ茉 (そ の他 ) 0 0 0 0 0

専門・技術業 0 0 0 0 0

不動産業・物品賃貸業 1 0 0 0 1

その他 0 C 0 0 0

運輸業・郵便業 0 0 0 0 0

宿泊業 1 0 0 0 1

農業・沐大業 C 0 0 0 0

合計 8 6 1 0 15

割合 53% 40% 00/0 100°/c
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業種
人材確保への支

援
従業員の雇用継続支援 その他 合計

卸・小売業 0 2 1 3

医療・福祉 2 1 0 3

生活関連サービス業・娯楽業 0 0 0 0

飲食業 3 0 0 3

建設業 1 0 O 1

製造業 1 0 0 1

教育・学習支援業 0 0 1 1

サービス業 (そ の他) 0 0 0 0

専門 技術業 0 0 0 0

不動産業・物品賃貸業 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

運輸業・郵便業 0 0 1 1

宿泊業 0 0 0 0

農業・林業 0 0 0 0

合計 7 3 3 13

割 合 54% 23% 23% 46%

【雇用対策】

◆その他で挙げられたもの
。コロナで体む人の分の人員確保

雇用対策

4, 小売■

萩食葉

建設羊

製造
=

芝
′ァ青 学習支援主

還諭業 部便■

側lllllttlllll‖ lllll‖悧脚lllllll脚 脚llll‖ lllllllttlllll‖ 帥lllll‖ lllllllllllllll脚 ‖m削Ⅲlllllttlllll‖‖‖‖lllllⅢ脚

測lllllttlllllttlllll‖ lllllllllllllllll脚 脚lllll‖ Mttlllll‖幅朝tlllllllllll‖ 脚lllllⅢ llllll‖‖lllll側川‖lllllttllllllllll脚

護人材吾窪保への支援  ,従業員の雇用継続支援  ‖その他

原油高・物価高の影響で業況が最も厳しいと考えられる運輸業・郵便業が、行政へ期待する支援は、補助金で63%と

上を占めた。なお、補助金の中で一番求められるのは、固定費 (電気・ガソリン代等)に伴う補助で、66%と なった。次い

で、売上減少に伴う支援と答えた事業所が46%と なった。市内の多くの事業者が原油高・物価高による補助金を求めているこ

とが分かった。
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受けたとヽ支援 事業所数| 割合

をお他 5■9 3411%

設備投資 52 35γ。

DXの推進 25 411。/。

人材確保 120 8B%

合計 6.10 400%

(1)ウ イズヨロナ

◆その他で挙げられたもの
す乃全のコ

「
lナ対策 が大多数を占いた

げ組んといきたいこと(全体)

ウィズヨロナ■向けて今後重点的に1疎け組んでいきた
°  (   いこ,と (全体)   i

4と°お
3解

基その拒
―

「
護僑投資 町DXの推進 ■人おな確保

ナ組んでいきたいこ―とは、その1他が■善多く、万全の]ロ ナ対策という意見が大多ウイズョロナに向けて、1今後重点的に取
'た。また、設備投資ギDXの推連等、マ生産.性φ向上ゃ人手不足あ解消に重点的に取り組んでいきたし―ヽと回答した事業者

った,
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業種 その他 設備投資 DXの 推進 人材確保 合計

卸・小売業 159 17 8 187

医療 福祉 60 6 9 4 79

生活関連サービス業 娯楽業 58 11 2 C 71

飲食業 49 10 1 63

建設業 53 1 0 3 57

製造業 38 1 1 C 40

教育・学習支援業 24 0 1 1 26

サー ビス業 (そ の他 ) 21 2 1 1 25

専門・技術業 17 0 0 1 18

不動産業・物品賃貸業 11 0 0 1 12

その他 12 0 2 ユ 15

運輸業・郵便業 7 0 0 1 8

宿泊業 2 2 0 1 5

農業・林業 2 2 0 C 4

合計 513 52 25 2C 610

(2)ウ ィズコロナに向けて今後重点的に取り組んでいきたいこと (業種別)

◆その他で挙げられたもの

・万全のコロナ対策 が大多数を占めた

ウィズコロナに向けて今後重点的に取り組んでいきたいこと (業

種別)

=蕉
 ィ衛■ 趨鐵艘鐵蛾餓躍醜露鰯翻翻触熙攘襲趨機攘麟繭熊麟螂翻鐵鐵熙餓観鐵爾鋼攘醸醸盤盤螂嬢鱒輝螂期日臨■日

“

‖II田躍 ‖出II屏朗饉

生,I膚迄 ″―とス
= 

饗fl■ 題簸醸襲磁鶴鐵鰯機機醸理鐵醸触理醸繭饉麟機醸鰯願鶴機爾期餓燦船醜磯線騒醸盤環靭鐵熙翻醸熊簡騒醗磯蔭超■■日園餡日■■EttSI

常==

耳 小i楽

声主 ↑ネ■

と技
=

製造某

孜● 宇普支iミi

リーとスイ (そ の1し )

再11 ,1,■

不動をヽ  榜名li営 ■

そう十ι 翻鞭辮醸籐鐵熙翻鰯触熙翻翻爛癬鰯解麟麟触麟鸞闊罐躍隠鰯麟癬鶴鰯鰯鱈鱒麟麟騒鞭醐郵機鐵醸璃圏醸田II‖‖ユ路躍III‖m霞義藍蓬

「
爺革 耳住■

宿淮■

鐵その他 田設備投資 ‖DXの推進 菫人材確保

ウィズコロナに向けて今後重点的に取り組んでいきたいことは、どの業種もその他 (万全のコロナ対策)が大半であった。

それぞれの項目において多い業種は、設備投資の中では宿泊業が40%、 DXの推進では、その他が13%と 、医療・福祉が11%、

人材確保においては、宿泊業が20%と なった。
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事業所数 割合

その他 230 38%

DXに 取 り組んでいないためわか らない 196 32%

DXに 取 り組んでいるが課題はない 117 19%

デジタル化に対応する業務が少ない 51 8%

ITス キルが不十分である 2%

人材が確保できない 6 10/0

合計 610 100°/e

&DXにおける理駆隔●liて

(■ )DXにおける課題について (全体)

◆その他で挙げられたもの

,キ ャッシュレスを導入した リモート会議を導入した 。費用がかかる

DXに おける課題について (全体)

錘その他

重DXに取 り組んでいるが課題はな tヽ

|「スキルが不十分である

,DXに 取 り組んでいないためわからない

駕デジタル化に対応する業務が少ない

雪人材が確保できない |

その他が38%と 一番多く、次いでDXに取り組んでいないためわからないが多かった。その他としては、「キャッシュレス

を導入した」、「リモート会議を導入した」など、実際にデジタルを導入した段階であることの回答が大多数を占めていた。
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(2)DXにおける課題について (業種別)

DXにおける課題について (業種別)

30。/。

叢その他

差DXに取り組んでいるが課題はない

報
『

スキルが不十分である

撃DXに取サ組んでいないためわからない

=デ
ジタル化に対応する業務が少ない

鬱人材が確保できない

3%
卸 小売葉

医′耳'福祉

生活関連サービス葉 娯楽業

談食業

建設業

製造業

教育・学習支援禁

サービス業 (そ の他 )

尊°1,技′サIT業

不動産筆 物品質食案

そて「,他

運輸柔 邸復業

宿泊華

撲葉・ lオ 業

ｙ
　
第
　
銘
　
　
　
　
　
甥

◆その他で挙げられたもの      ,
・DXを導入した段階 ・キャッシュレスの手数料が高い ・客との関係構築のため取り組み自体が難しい なゼ

業種 その他

DXに取 り組んでい

ないためわからな

い

DXに 取り組んでい

るが課題はない

デジタル化に対応

する業務が少ない

ITス キルが不十

分である

人材が確保でき

な い
合計

卸・小売業 78 62 31 10 5 1 187

医療・福祉 36 16 22 2 2 79

生活関連サービス業・娯楽業 20 32 10 7 C 2 71

飲食業 23 13 4 C 0 63

建設業 24 12 11 9 1 0 57

製造業 12 14 5 8 C 1 40

教育・学習支援業 10 4 10 2 C 0 26

サービス業 (そ の他) 7 9 5 4 C 0 25

専門・技術業 7 8 2 1 C 0

不動産業・物品質貸業 4 6 1 0 1 0 12

その他 3 5 5 2 C 0 15

運輸業・郵便業 2 4 0 2 C 0 8

宿泊業 3 0 0 0 ユ 生 5

農業・林業 1 1 2 0 C 0 4

合計 23C 19C 117 51 lC 6 610

DXに取り組んでいないため分からないとした業種で、5割を超えてし`たのは、
｀
不動産業・物品賃貸業と、運輸業 1郵便業

だつたもまた、多くの業種で、デジタル化に取り組んでいることが分かる上方で、「わからない」、「スキルが不十分」と回

答した事業所も少なくないことが分かった。
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――   ・

(1)今後も適用を求めるかどうか (全体)

事業所数 割合

適用 した方がよい 265 43%

適用 しない方がよい 207 34%

わか らない (無 回答 ) 138 23%

合計 61o 100°/。

今後も適用を求めるかどうか (全体)

分からない

した方がよい

43%

適 用

|,適用した方がよい・ 適用しない方がよい ョわからない (無回答)

適用した方がよいの割合が43%で、適用 しない方がよいの割合34%よ り少し上回つた。
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業種 適用した方がよい 適用 しない方がよい
わからない

(無 回答)

合計

卸・小売業 74 63 50 187

医療・福祉 4Q 27 12 イ9

生活関連サニビス業・娯楽業 23 27 21 71

飲食業 15 10 63

建設業 20 10 57

製造業 15 7 40

教育・学習支援業 9 11 6 26

サー ビス業 (そ の他 ) 8 8 9 25

専門・技術業 よ1 6 1 18

不動産業・物品質貸業 6 3 3 12

その他 9 3 3 15

こ輸業・郵便業 2 角 2 8

宿泊業 2 2 1 5

農業・林業 1 0 3 4

合計 265 207 138 610

(2)今後も適用を求めるかどうか (業種別)

◆適用した方がよい、適用しない方がよいの項目で業種別の減少の割合が大きかった上位3つ のセルに色付

適用した方がよい ①専門・技術業 ■件 (61%)②飲食業 38件 (60%)、 その他 9件 (600/。 )

③医療・福祉 40件 (51%)

適用しない方がよい①運輸業・郵便業 4件 (50%)②製造業 18件 (45%)

③教育・学習支援業 11件 (42%)

今後も適用を求めるかどうか (業種別)

節 ,小売蕉:

医療 福祉

生活「チ・ 連サニビス葉 娯楽革

飲食業

建設業

洋要造妻

教「ョ 学習支援辛
‐

サービス案 (そ の他)

二蒔 ,技術業

不勤褒箕 物品責営業

その他

運輪業 口[便幸

宿泊華

長葉 去、業

拶 鶏駕拗 黎解鞍 務報閣碑醸殖瑠申H関観瑠爾臨薗閣幽閣田口劇‖‖〕‖‖‖
"Win確

捌開‖‖‖‖門‖‖‖

“

‖I

:III111::1,11醐 B111111lIII11111111lII111

側‖‖H‖市 図削‖‖岬‖‖‖m‖‖H田 ‖HⅢ

“

‖田Ⅲ‖‖‖

“

轍適用 した方がよい 醜適用 しない方がよい  ‖わからない

(無回答)

適用しない方がよいと回答した事業所は、専門・技術業、飲食業、その他、医療・福祉が、適用した方がよいと回答した事業

所は、運輸業・郵便業が、それぞれ、業種別で5割を超えていた。
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